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残さずに急死した。とりあえずフス派はプラハで暫定政

権を組織し、先王の弟で皇帝でもあったジクムントに、フ

ス派が正しいキリスト教徒であることを認めてくれるよ

うに要請した。しかしジクムントは拒否し、逆に「異端を

容認するくらいならばお前たちの国を滅ぼしてやる」と

宣言して、フス派討伐の十字軍を率いてプラハをめざし

た。皇帝の立場にある者としては当然の行動である。各

国から精鋭の騎兵軍団を集めたジクムントは、チェコの

異端者どもをひねりつぶすくらい、大して難しくないと考えていたであろう。

しかしこの危難にフス派は団結し、ターボルからは名将ジシカが救援に

駆けつけた。1420年7月14日、市の北側からヴルタヴァ（ドイツ語でモル

ダウ）川を渡って総攻撃をしかけたジクムントに対し、プラハの東にそびえ

る丘に陣取ったジシカ率いる軍勢が側面から襲いかかり、皇帝軍はまさか

の大敗北を喫したのである。

オペラで描かれるのはフス派がこの劇的な勝利に酔いしれるところまで

だが、戦いの結果は重大だったので、その後のことにも触れておこう。皇帝

軍を追い返したチェコでは、正式にフス派の政権が誕生した。ジクムントは

何度も彼らを撲滅させようと軍を送り込んだが、そのたびに惨憺たる敗北

を喫した。ジシカは1424年にペストにたおれる直前まで軍の先頭に立ち、

負け知らずの将軍として勇名をとどろかせた。結局、ローマ・カトリック教

会側は、この異端者たちを滅ぼすことをあきらめ、穏健派を抱きこんで和

解に持ち込んだ。そしてターボル派に壊滅的打撃を与えて、1436年によ

うやく戦争を終わらせたのである。ブロウチェクの自慢話にも登場するヤ

ン・ロキツァナは、1420年の戦いの時点ではまだ20代前半の無名の聖職

者だったが、後にフス派によってプラハ大司教に選ばれ、戦争後のフス派

を指導した人物の一人である。ジクムントは終戦とともに正式にチェコ王

としてプラハに迎えられたが、その翌年に69年の生涯を閉じた。

こうしてチェコでは、フス派が優勢な時代がしばらく続いたが、17世紀

になるとカトリック側の巻き返しが成功し、フス派を含めたプロテスタント

諸派は禁止された。彼らの存在が再び注目されるようになるのは、19世紀

にチェコ人が自分たちの民族にも偉大な過去があったことを強調するよう

になってからである。チェコ人としての強い自覚を持ったチェフのような作

家にとって、フス派の戦士たちはまさに民族の英雄にほかならなかった。

だが現在では、フス派の闘いをそのように民族の視点からとらえるのは

あまり正確ではないとされている。ローマ・カトリック教会の刷新は、15

世紀ヨーロッパの人たちが等しく直面する問題であったし、たとえばドイツ

系でありながらフス派の優れた指導者になった人物もいる。逆にチェコ系

でありながらフス派に全く共感を示さなかった人たちも、ごく普通にいた

のである。

しかしこのオペラを楽しむには、この点にあまり深く立ち入る必要もな

いだろう。ヤナーチェクが15世紀の決戦当日のプラハをどのような迫真の

音楽で表現したか、ぜひとも注目したいところである。
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「ジシカがジクムントを打ち負かしたのは1420年と学校で習ったぞ！」

ブロウチェク氏は第二部第一幕でこう叫ぶ。こんな古い年代がとっさに出

てくるものかという気もするが、学校でよほど先生に叩きこまれたのだろ

う。確かに1420年7月14日という日付は、チェコ人の間で特別な意味を

こめて記憶されてきた。この日、神聖ローマ皇帝ジクムントが率いる軍を、

貴族、市民、農民からなるチェコの軍がプラハの目前でさんざんに打ちの

めしたのである。どうしてこのような事件が起こったのだろうか。

チェコは9世紀にさかのぼる伝統ある王国だが、形の上ではドイツを中

心とした神聖ローマ帝国の一部であった。そして14世紀から15世紀初め

にかけて、チェコ王カレル4世やヴァーツラフ4世は神聖ローマ皇帝も兼ね

たので、プラハはヨーロッパ有数の大都市となり、政治的にも重要な街に

なった。しかし一方で、当時はローマ・カトリック教会が莫大な財産を抱え

て絶大な権力を振りかざし、社会に深刻な影響を与えていた。

この街で1400年頃から、神学者でプラハ大学教授でもあるヤン・フス

が説教師となって市民に語りかけていた。「人々はみな、神の掟に従って正

しく生きなければならない。最後の審判が下るときに皆が天国へ行くため

には、それ以外に道はない。特に聖職者は人々の模範となるように心がけ

るべきだ。人々は、間違った聖職者に従う必要はない」と。こうした批判は

中世ヨーロッパ各地で繰り返されてきたものであって、フスだけが特別

だったわけではない。しかしフスの説教は大変な評判となり、支持者たち

は教会におしかけて高価な財宝を奪い取ったり、評判の良くない司祭を追

い出したりしたので、チェコは騒然とした状況になっていた。フスは民衆を

まどわして反逆へと駆り立てた張本人とみなされ、1415年7月6日、南ド

イツのコンスタンツで異端者として火刑に処せられた。ただしフス自身は、

決して自分は教会に反逆しているつもりはなく、あくまでキリスト教徒とし

ての正しい信仰を説いているのだと主張し、最後まで自説を撤回しなかっ

たのである。

フスの処刑は支持者たちの態度を一層硬化させ、彼らは事実上、フス派

と呼ばれる独自の宗派を形成することになった。聖体拝領の際、通常の

ローマ・カトリック教会では一般信徒にはパン（すなわちキリストの肉）だ

けが与えられるのに対し、フス派の教会ではブドウ酒（すなわちキリストの

血）も与えられたので、聖杯が彼らの旗印となった。彼らは、長い時間がた

つうちにいつの間にか本来の教えから逸脱してしまった教会から華美や虚

飾を取り去って、使徒たちが生きていた時代の純粋な姿を取り戻そうとい

う理想に燃えていた。一種の原理主義集団と呼んでもよいだろう。しかし

彼らのうち、プラハの神学者たちや裕福な市民たちが穏健な改革を求めて

いたのに対して、聖書だけに従って生きることをめざし、それ以外の権威

を認めようとしない急進派もいた。彼らはチェコ南部のターボルという要

塞都市を本拠としたのでターボル派といわれる。両者は時に激しく対立し

ており、その様子はこのオペラの中でも、兵士たちが交わす論争において

巧みに表現されている。

この緊迫した状況の中で、1419年8月にヴァーツラフ4世が継承者を
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